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  発表内容の     E 
  A関 係 地 域     E 
 

 
 全県、岩国、柳井、周南、山口、防府、宇部、山陽小野田、下関、長門、 
 萩、首都圏 
 

 
１ 件 名 
 日本福祉教育・ボランティア学習学会第 21回やまぐち大会の開催について 
 
２  趣 旨 
「日本福祉教育・ボランティア学習学会」は、大学における福祉並びに教育に関する研

究者、教育や福祉に関する実践者、ボランティア実践者などさまざまな立場で活動・研究
している関係者が一堂に会して、福祉教育・ボランティア学習について、その価値や領
域、推進方法や評価などについて学際的・実践的な研究を行うことを目的に、１９９５年
１０月に設立された学会です。 
今回の山口大会では、子育て中の孤立、一人暮らし高齢者の生活、障害者の社会参加な

ど福祉課題について協議を深めるほか、人々が相互に助けあう社会を創造する議論を重ね
ます。 
 

３ 日 時 
平成 27年 11月 14日(土)12:30～17:10 
平成 27年 11月 15日(日)9:30～16:00 

 
４ 場 所 
 山口県立大学講堂及び看護学科棟（5号館、6号館）（11月 14日(土)） 
 山口県立大学社会福祉学部棟(4号館) （11月 15日(日)） 
 
５ 概 要  
 11月 14日(土) 基調報告、基調講演、課題別研究 
 11月 15日(日） 自由研究発表、シンポジウム 
 ＜参加予定者＞  教育、福祉に関する研究者、小中高等学校教諭、 

市町村社会福祉協議会職員、地区社会福祉協議会役員・民生委員など 
                              （２５０名程度） 

６ 問合先 
 
 山口県立大学社会福祉学部 草平 武志  
電話：083-928-4780 

 E ﾒｰﾙ：kusahira@yamaguchi-pu.ac.jp 
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2015年

福祉教育・ボランティア学習の底流
にある意義を探る

～学び合う場の創造を目指して～

大
会
テ
ー
マ

主催：日本福祉教育・ボランティア学習学会
第21回やまぐち大会実行委員会
共催：山口県立大学／山口県社会福祉協議会

11月14日(土)12:30－17:10
場所：山口県立大学講堂ほか

11月15日(日) 9:30－16:00
場所：山口県立大学社会福祉学部棟


